








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































営繕 5553 28 利　　　益
什器
給料旅費 12740 57 割引入
税金 421 85 利足入 199266 56
雑費 10820 18 手数料 33246 16

































































































































































































































































































































































































































蹄 一　　！調 立 餓　　ぐ予　　制‘　融　　7竃 1吻5　曜緩 告
暫
















当臣頂金貸値 撃睨m金 九六七七六〇 し八
喚貸 一八四一， 、七 搬出芋彫　　・ 一六二八五ノ 三六




























匡隣鳥｝ 三八八一五 三 四四一三六 三 利卿嘱岩
他店切手 刻胡と済苫蝋血 ．
勘唐紙鵬 文払染流貫血1旺当 醐七七八冒 二
．


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ﾝ金利益一 八六凶三 七九‘胎穐 割引 一〇 九六












事蜜瑚 三ニフ 、四 交換打歩 二六三 三五
交尉砂 八〇、 五 一三六六七 凹四 鰍舗 八一 一五
聞合斜 5胎鴻






椿料旅輿 八二三’ ’八 刮引 一五〇
書震行3鎚視 手敵桝 八二四 八田
窟膿 公研既房売買利益
小翼 一〇一六〇 ヒ七 一八三九， 一五 地愈充買利益 五八


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・茎 公債旺得利息 二五八メ ＝ 四三一九 、三
銀 行緒税 二八五 ｝
行 鵬
一一ﾜヒO































































































































































































































































回 年 総　勘　定　書（貸借勘定表） 差　　引　　表（損益勘定表）
1 明治6・下
2 明治7・7・22 利益金処分後貸借対照表 損　　益　　計　　算　　書
3 8・1・17 利益金処分後貸借対照表 損益および処分財源調整計算書
4 8・7・15 利益金処分後貸借対照表 損益および処分財源調整計算書
5 9・1・20 利益金処分後貸借対照表 損益および処分財源調整計算書
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国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（久野）
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国立銀行『決算公（広）告』の系譜と課題（久野）
二回実際報告」として，26頁に掲載の「諸勘
定及ヒ損益正算ノ提要」を公告した。「公告」
でなく「廣告」の字を用いている。
　先掲の第一国立銀行・明治九年上半季「総
勘定書」（貸借勘定表）に甚だよく類似してい
るが，注目すべき相異点が二つだけある。第
1は，「前半季繰越金」12円25銭2厘と「当
半季純益金」3，416円57銭5厘とを借方側
末尾に併記している点であり，この様式が支
配的になっていくのである。第一国立銀行の
場合の「当半季純益金」148，168円32銭7厘
は，「前半季繰越金」をふくんだ「当期未処
分利益」であった。第2は，「貯蓄金」とい
う名の「利益剰余金計算書」は公（広）告され
ていない。おそらく作られてもいない。
　「損益勘定」（入ノ部，出ノ部）は，収益諸項
目を「総益金」としてまとめ，経常的費用諸
項目を「利払其他諸雑費」としてまとめた
形の，「損益および利益金処分結合計算書」
（Pro丘t　and　Loss　and　Appropriation　Account，
Profit　and　Loss　AccountのDetailed　Form）と
なっている。純然たる「利益金処分計算書」
（Profit　and　Loss　Appropriation，　or　Appropri－
ation　Account，　Profit　and　Loss　Accountの
Published　Form）にはなっていない。
　次いで，明治十二年下期・第二回の『決算
公（広）告』について，とくにその「損益勘定」
（入ノ部，出ノ部）をみてみよう。27頁（上）の
とおりとなっている。まったく変化はない。
　明治十五年下期・第八回になっても，質的
な変化は殆どない。27頁（下）のとおりであ
った。
　明治二十三年下期・第二十四回になると
「利益金勘定の事」というタイトルに変わっ
ただけでなく「結合計算書」Detailed　Form
から「利益金処分計算書」Published　Form
への変化の兆しが，明らかに認められる。費
用項目か利益処分項目かで当時まだ曖昧な要
素が多かった「銀行税」以下の項目を途中に
列記している点に注目されたい。その実況
29
は，28頁（上右）のとおりであった。
　明治三十一年上期では，第百十六国立銀行
は営業期間が満了して株式会社・新発田銀行
となり，その第一期のr決算公（広）告』を行
っている。従前の「損益勘定」ないし「利益
金勘定の事」の「結合計算書」は，一変して
「利益金処分計算書」となった。その実況は，
28頁（上左）のとおりであった。なお，同時に
公（広）告された貸借対照表の「借方　負債之
部」の末尾には，「前期繰越」3，872円62銭7
厘と「当期純益金」21，692円96銭8厘とが併
記されている。この合計額が「利益金配当計
算」にみえている「純益金」25，565円59銭
5厘である。「純益金」とは「当期の処分可
能利益」であり「当期純益金」とは「当期に
稼得した純利益」である。純益金に「当期」
の2字を冠するか否かで，使い分けているの
である。用語法としては無理算段である。
　第二期以後第二十五期（明治四十四年上期）
までは，「損益勘定」，「利益金配当計算」あ
るいは「利益金勘定」とタイトルに変遷はあ
ったが，内容は，いずれも「利益金処分計算
書」である。それらの実況を28頁（下）と本
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頁に掲示する。
　明治四十五年上期・第二十九期から大正二
年下期・第三十二期までは，いったん昔の古
いタイプの「損益勘定」にもどったが，大正
三年上期・第三十三期以後は，再び「利益金
配当計算」となっている。
　（2）　第百三十九国立銀行
　　　（株式会社・百三十九銀行）の場合
　第百三十九国立銀行の明治十二年下期・第
一回および明治十三年上期・第二回の「半季
実際報告」は，前頁（上・中）のとおりであった。
　この第一回および第二回の『決算公（広）
告』は，国立銀行（とくに初期）の様式に忠実
である。その「損益勘定」は「損益および利
益金処分結合計算書」であり，その貸借対照
表は「利益金処分前」の時点で作成されてい
る。第二回にみられる「前半季繰越金」も，
ここが定位置である。
　ここで『銀行通信録』第142号（明治30年9
月）に「広告」の第百ミ十九国立銀行・第三十
六回実際報告を前頁（下）に紹介しておこう。
　明治三十一年上期では，第百三十九国立銀
行は営業期間が満了して株式会社・第百三十
九銀行となり，そのUt－一一・raの『決算公（広）告』
を行っている。
　「損益勘定」について事情は一変する。す
なわち「利益金処分計算書」の登場である。
その実況は，右上のとおりであった。
　前期繰越金701円27銭がある第二期では，
「当期純益金」の次の行に加算して合計額す
なわち処分可能利益を計算している。
　さらに，明治四十こ年下期・第二十四期で
は，「利益金勘定」というタイトルで，右中
のようになっている。
　大正元年下期・第三十期では「損益計算」
というタイトルに変わったが，内容は「利益
金処分計算書」で変わりはない。大正二年上
期・第三十一期では「配当計算」というタイ
5ルに変わった。大正二年下期・第三十二期
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以降は，再び「損益勘定」というタイトルに
もどった。さらに，大正七年上期・第四十一
期の実況は，前頁（下）のとおりであった。
　昭和四年上期・第六十二期以降では，「利
益金勘定」というタイトルが無くなり，また，
「当期純益金」の表示も無くなる。貸借対照
表・「負債」の末尾の合計の次に，すぐつづ
けて「利益金ノ配当計算左ノ如シ」となる。
さらに，昭和六年下期・第六十八期からは，
「当期利益金ヲ処分スル事左ノ如シ」となる。
因に，昭和三年一月から実施の「銀行法施行
細則附属雛形」では，当期未処分利益（処分可
能利益）のことを「当期利益金」と称し，当期
純利益のことを「当期純益金」と称して，両
者を使い分けている。貸借対照表雛形での
「株主勘定」の末尾は，当期利益金（内　前期
繰越金，何積立金戻入）であり，損益計算書雛
形での「損失」の末尾は，当期利益金（内
当期純益金）となっている。銀行で伝統的に
用いてきた「処分可能利益」をあらわす「当
期純益金」という用語は，まったく異なった
意味に用いられることになった。
　（3）　第六十九国立銀行
　　　　（株式会社・六十九銀行）の場合
　第六十九国立銀行は，明治二十一一一i年上期・
第二十回の『決算公（広）告』で，左の「半
季実際報告」を公表している。
　国立銀行の『決算公（広）告』にみられる
伝統的な体系，様式および用語を踏襲してい
る。「損益勘定」は，「損益および利益金処分
結合計算書」の面影を濃くとどめている。
「銀行の負債に属する分」の末尾に，「当半季
利益金」，「前半季繰越金」および「前半季繰
越滞貸準備」を併記している点を注目された
い。
　明治二十五年上期・第二十八回では，「損
益勘定」のタイトルが変わって「利益金配当
計算の事」となり，その内容は，「利益金処
分計算書」に接近したものとなった。その実
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況は，前頁（上）のとおりであった。
　「利益金」と「純益金」とを区別している
が，前老から，内，として差引かれている諸
項目は，費用計上項目か，それとも利益処分
計算項目かで問題のあるものぽかりである。
かかる諸項目を，「損益および利益金処分結
合計算書」においても，また，「利益金処分
計算書」においても，一線を画して，このよ
うに提示・報告するやり方は，一般的であっ
た。
　さらに，明治二十七年下期・第三十三回で
は，前頁（下）のようになった。「損益勘定」
（入之部，出之部）方式である。
　当行は，明治三十一年上期では国立銀行の
営業期間の満了に伴ない，株式会社・六十九
銀行となりその第一期営業報告の『決算公
（広）告』を行っている。その実況を，前回の
第六十九国立銀行・第計九回半季実際報告と
ともに併せて次に掲示する。
　「半季実際報告」という国立銀行時代の伝
統的なタイトルが，「営業報告」と変わって
いるのが，まず目につく。また，明治二十三
年原始商法（同二十六年七月一部実施）の商法
用語である「貸借対照表」という用語がこの
ときから用いられている。「財産目録は貸借
対照表資産之部と同一に付省略す」という記
述もみえているが，貸借対照表並びに財産目
録の公告は当時の商法の命ずるところであっ
た。翌明治三十二年の改正商法では，財産目
録の公告は取りやめられることになる。
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国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（久野）
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利
益
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
明
治
三
十
一
年
下
期
・
村
上
銀
行
第
壱
期
）
　
　
　
損
益
勘
定
一
金
弐
万
五
千
五
百
弐
拾
円
八
銭
四
厘
　
　
　
　
当
期
総
益
金
一
金
五
千
三
百
五
拾
六
円
九
銭
壱
厘
　
　
　
　
　
　
当
期
繰
越
益
金
合
計
金
参
万
八
百
七
拾
六
円
拾
七
銭
五
厘
　
　
　
内
　
金
壱
万
五
百
七
拾
七
円
弐
拾
弐
銭
六
厘
　
　
　
当
期
総
損
金
　
　
　
差
引
　
金
弐
万
弐
百
九
拾
八
円
九
拾
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銭
九
厘
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金
　
　
　
此
配
当
計
算
左
の
如
し
　
金
七
拾
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
立
銀
行
税
　
金
壱
千
五
百
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
積
　
　
立
　
　
金
　
金
八
百
九
拾
弐
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
賞
与
金
金
四
千
円
　
　
　
　
躍
難
盟
鰭
金
壱
万
弐
千
吾
円
　
　
齪
金
蕪
蜘
義
円
　
金
千
参
百
参
拾
六
円
九
拾
四
銭
九
厘
　
　
　
　
　
後
期
へ
繰
込
金
銀
行
税
紙
幣
消
却
元
資
積
立
金
滞
貸
準
備
役
員
賞
与
金
諸
積
立
金
割
賦
金
後
半
季
繰
込
高
合
計
一
一
、
五
一
六
　
　
一
四
〇
　
　
五
〇
〇
　
一
、
七
〇
〇
　
　
＝
二
六
　
　
五
七
〇
五
、
七
五
〇
二
、
七
ご
〇
　
一
、
五
一
六
七
三
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
七
三
〇
七
三
〇
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国立銀行r決算公（広）告』の系譜と課題（久野）
　（4）　第七十一国立銀行
　　　（株式会社・村山銀行）の場合
　まず，ここでは，当行の明治十二年上半
季・第二回の『決算公（広）告』と，この銀
行が普通銀行に切り替わった時期の第七十一
国立銀行の第四十回半季勘定書（明治三十一
年上半季）並びに株式会社・村上銀行の第壱
期営業報告の三期分をまとめて紹介しておこ
う。35頁のとおりである。なお，「半季実際
報告」というタイトルが「半季勘定書」と変
わったのは，明治二十七年上期・第三十二回
からであった。
　第二回では「損益勘定」が多少とも「結合
計算書」の面影をとどめているが，第四十回
ともなると，純然たる「利益金処分計算書」
に変貌している。その「利益配当計算の事」
〈35頁中段）に注目されたい。
　株式会社・村上銀行の第壱期営業報告（35
頁下段）については，商法の線に沿った配慮
が色濃くみられる。前掲の株式会社・六十九
銀行の場合と，まったく同様である。
　明治三十五年上期・第八期では「利益金勘
定」となり，大正十一年上期・第四十八期で
は，「利益金配当計算」となり，さらに，昭
和十年下期・第七十五期では，「利益金処分」
となっている。いずれも，純然たる「利益金
処分計算書」である。その実況は，前頁（上
段）のとおりであった。
　当行は，「損益勘定」（入ノ部，出ノ部）とい
う名称の国立銀行に伝統的な「損益および利
益金処分結合計算書」から出発して，明治二
十七年下期・第三十三回になると，「利益金
配当計算之事」という名称の純然たる「利益
金処分計算書」に変わる。さらに，明治三十
一年下期の村山銀行第壱期では，「損益勘定」
という名称にもどるが，内容は，殆ど「利益
金処分計算書」といってよいものとなる。こ
の両老を比較して前頁（下段）に示そう。
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